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　早生広葉樹に対する期待の高まりとともに国内

の様々な機関でこれらを対象とした技術開発が進

められています。林木育種センターでは、針葉樹

のコウヨウザンについては、平成27年度から本

格的に研究を開始し、平成29年度からは、チャ

ンチンとユリノキを対象に一般財団法人日本森林

林業振興会の森林林業振興助成事業として、全天

連（全国天然木化粧合単板工業組合連合会）、九州

大学及び大分県と連携し、国産早生広葉樹の優良

種苗の生産技術の開発を進めています。また、セ

ンダンに関しては、九州育種場と関西育種場が中

心となって、優良な形質を持った遺伝資源を各地

から収集し保存しています。

　今まで早生樹というと上述のようにセンダン、

コウヨウザンを始め、西南日本地域に植栽適地を

持つ樹種が多く、東北日本地域に適すると考えら

れる樹種はほとんどありませんでした。そこで、

林木育種センターでは、平成30年度から、林野

庁の補助事業として、東北日本地域を生育適地に

持つ樹種を対象に「早生樹の増殖技術の高度化と

実用化」に取り組んでいます。

　この事業には２つの課題があり、東北育種基本

区を対象とした課題では、東北育種場と山形県森

林研究研修センターが連携して、ヤナギ類を中心

に、採穂木の管理技術や直さし増殖技術の高度化

を進めています。また、北海道育種基本区の課題

では、北海道育種場と北海道大学が連携して、ド

ロノキを中心に、採穂台木の管理方法の高度化や

遺伝資源保存のための増殖技術の開発に取り組ん

でいます。ヤナギ類もドロノキもさし木発根性が

非常に高いことから、苗木を育成することなく、

穂木を植栽地に直接さし付けることが可能です。

このような特性から低コスト造林に大きく貢献す

る樹種としての潜在能力は十分高いといえます。

　我が国には約1,500種の樹木が生育するとさ

れ、世界的にも樹木の多様性が高い地域と言われ

ています。日本人は古くから様々な樹種をその特

性に応じて上手に利用して生活を向上してきまし

たが、社会や流通の変化に伴い、現在は国内で使

われなくなったものも多くあります。過去に使わ

れたものの現在は全く使われていない樹種や今ま

で一度も使われたことのない樹種といった遺伝資

源を社会のニーズに沿って発掘し、その特性を明

らかにして使えるようにすること、「潜在遺伝資

源の顕在化」も我々が推進している林木ジーンバ

ンク事業の大きな任務であると考えています。 
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　令和２年２月14日(金)、東京都文京区の東京大学弥

生講堂一条ホールにおいて、令和元年度林木育種成果

発表会を開催し、国や都道府県等から、約120名の方

にご来場いただきました。

　当日は、上所長の開会挨拶の後、鹿児島大学農学部

の寺岡行雄教授から、「育林から生産・利用へ、そして

再造林の時代へ」と題した特別講演、また、北海道立総

合研究機構林業試験場保護種苗部育種育苗グループ

今博計主査から、｢クリーンラーチ種苗の増産技術開

発とその普及｣と題した特別報告をそれぞれいただき

ました。

　続いて、林木育種センター・森林バイオ研究セン
ター・育種場の研究者等から、次の８課題について発
表しました。
○令和元年度の品種開発

育種部 育種第一課 育種調査役 山野邉 太郎
○スギ、カラマツ等のゲノム基盤の整備と育種の高速化

育種部 育種第一課 基盤技術研究室長 三嶋 賢太郎
○原種苗木増産技術の開発

育種部 育種第二課長 田村 明
○関西育種基本区におけるヒノキエリートツリーの
　選抜と特定母樹の取組

関西育種場 育種課 育種研究室長 三浦 真弘
○九州育種基本区におけるスギ特定母樹の申請と　
　普及への取組

九州育種場 育種課長 久保田 正裕
○コウヨウザン研究最前線

遺伝資源部 保存評価課長 磯田 圭哉
○フィンランド自然資源研究所との共同研究

海外協力部 海外育種情報主幹 小林 大樹
○ゲノム編集技術を用いた無花粉スギの開発

　森林バイオ研究センター 森林バイオ研究室長
小長谷 賢一

　発表後の質疑応答では、今回の品種開発に用いた前
方選抜の方法、管穂を用いたさし木増殖のこれまでの
経緯、成長に優れたコウヨウザン種子の入手の見込み
などについて、国や都道府県の行政担当者や研究機関
の研究者等から多くの質問が出され、最近の林木育種
の動向への関心の高さが伝わってきました。
　今日、林業の成長産業化、地球温暖化対策、花粉発生
源対策などの推進について、林木育種に対する社会的
ニーズが益々高まってきています。今回の成果発表会
を本年度の取り組みの一つの区切りとして、ご来場い
ただいた皆様からの各発表に対するご意見、ご要望等
も踏まえながら、次のステップに向けてさらに研究開
発を進めて行く考えです。

（企画部　育種企画課　立花　紀之）

令和元年度林木育種成果発表会を開催

写真２　特別講演中の鹿児島大学　寺岡教授

写真３　特別報告中の北海道　今主査

写真１　挨拶中の林木育種センター　上所長

写真４　発表中の関西育種場　三浦育種研究室長
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表紙タイトル写真

ドロノキの直さし試験地設定のための採穂の様子です。


